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放放放射射射能能能探探探査査査法法法

 背  景  

・ 東日本大震災を契機に，より安全・安心を得られる地震や豪雨土砂災害の予測や評価が求められ

ている。内陸地震の発生源である活断層の評価は原子力発電所立地などで重要になっている。ま

た，豪雨土砂災害の中でも規模が大きい深層崩壊は，一因として断層破砕帯の関与が指摘されて

いるが，深層崩壊の場所を予測することはきわめて困難である。これらの問題に対応できる新た

な測定手法が望まれてきた。 

・ 放射能探査は主として地盤のγ線強度を測定することにより，地質境界や断層などの地質情報を

検出する手法である。地質境界の把握は，造岩鉱物に含まれる放射性同位元素の多少によりγ線

強度に差異があることを利用している。断層検出を目的とした場合には，下記に示すパラダイム

（ポピュラーなモデル）が70年ほど前に提示されているが，γ線測定だけでは地質調査として確

定的な情報が必ずしも得られず，測定精度面での限界もあるとされている（物理探査学会，2008）。 

    従来の放射能探査におけるパラダイム（断層では，相対的に高いγ線が検出される） 

・ 一般に放射能探査は，測定方法や解析方法に曖昧な点があり，実際の断層位置から数m～数 10mず

れることが多く，物理探査手法としては概査段階の手法として位置付けされてきた。そこで，従

来の放射能探査の解析法及び解釈の見直しを行い，岩石の磁性を考慮した放射能探査法を新たに

考案した。 
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岩石の磁性を考慮した放射能探査法法法

 岩石の磁性を考慮した放射能探査の原理  

γ線強度・帯磁率は，乱されない地層では固有値を示すが，断層では帯磁率異常が生じている（図

-1）。帯磁率をγ線遮蔽効果の指標としてγ線減衰実験を行った結果，帯磁率が高いほどγ線吸収量

が多くなる現象が認められる（図-2）。

図-1  断層で高帯磁率・低γ線を検出 図-2  帯磁率が高いほどγ線吸収量が多くなる

帯磁率は，磁性鉱物の大きさ，磁性鉱物量の増減，磁性鉱物の風化・変質によって変化する。断層

におけるγ線は，断層物質の磁性特性によって変化し，非破砕部のγ線強度より高γ線や低γ線が検

出される。実際の断層でのγ線強度は，7 割～8 割は低γ線を呈し，従来のパラダイムとは真逆の現

象が認められる。

遮蔽モデル（γ線は断層物質の磁性特性に依存する場合が多く，高γ線や低γ線が検出される）


